


※ 注記事項

（１）当中間期における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

新規 －社 (社名) 、除外 －社 (社名)

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期中間期 281,008,632株 29年３月期 281,008,632株

② 期末自己株式数 30年３月期中間期 3,759,610株 29年３月期 4,397,012株

③ 期中平均株式数（中間期） 30年３月期中間期 276,926,115株 29年３月期中間期 275,743,609株

(個別業績の概要)
１．平成30年３月期第２四半期（中間期）の個別業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日）
（１）個別経営成績 (％表示は、対前年中間期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期中間期 3,210 △0.1 2,789 △1.0 2,808 △1.0 2,792 △1.4

29年３月期中間期 3,215 △45.7 2,818 △49.3 2,838 △47.2 2,835 △47.2

１株当たり
中間純利益

円 銭

30年３月期中間期 7.78

29年３月期中間期 7.96

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期中間期 208,825 206,057 98.6

29年３月期 207,964 205,708 98.8

(参考) 自己資本 30年３月期中間期 205,952百万円 29年３月期 205,603百万円

(注) 「自己資本比率」は、((中間)期末純資産の部合計－(中間)期末新株予約権)を(中間)期末資産の部合計で除して算出
しております。

２．平成30年３月期の個別業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 6,400 0.6 5,600 △0.1 5,600 △0.7 5,600 △0.2 15.60

※ 中間決算短信は中間監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・四半期決算補足説明資料は、四半期決算短信に添付しております。
・当社は、特定事業会社(企業内容等の開示に関する内閣府令第17条の15第２項に規定する事業を行う会社)に該当す
るため、第２四半期会計期間については、中間連結財務諸表及び中間財務諸表を作成しております。
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

決算短信（宝印刷） 2017年11月06日 16時11分 2ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



○種類株式の配当の状況

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。

（第三種優先株式）

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

　29年３月期 ― 35.00 ― 35.00 70.00

　30年３月期 ― 35.00

30年３月期(予想) ― 35.00 70.00

（第１回第七種優先株式）

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00

　30年３月期 ― 15.00

　30年３月期(予想) ― 15.00 30.00
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１．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当中間連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

現金預け金 675,966 664,101

コールローン及び買入手形 172 8,080

買入金銭債権 31 102

商品有価証券 317 200

金銭の信託 26,979 26,671

有価証券 929,505 820,919

貸出金 3,813,333 3,850,533

外国為替 6,340 5,642

その他資産 61,550 72,088

有形固定資産 38,508 42,103

無形固定資産 5,216 5,110

退職給付に係る資産 14,334 11,700

繰延税金資産 9,526 9,255

支払承諾見返 13,006 9,884

貸倒引当金 △21,883 △19,650

資産の部合計 5,572,906 5,506,745

負債の部

預金 4,799,493 4,866,825

コールマネー及び売渡手形 14,809 －

売現先勘定 9,907 －

債券貸借取引受入担保金 249,762 159,028

借用金 160,997 139,886

外国為替 583 275

社債 20,000 20,000

その他負債 51,996 51,648

賞与引当金 1,798 2,061

退職給付に係る負債 142 149

役員退職慰労引当金 33 33

睡眠預金払戻損失引当金 486 519

ポイント引当金 226 241

偶発損失引当金 350 341

特別法上の引当金 1 1

繰延税金負債 92 127

支払承諾 13,006 9,884

負債の部合計 5,323,688 5,251,022

純資産の部

資本金 102,999 102,999

資本剰余金 57,365 57,361

利益剰余金 75,244 76,702

自己株式 △2,097 △1,792

株主資本合計 233,512 235,270

その他有価証券評価差額金 7,793 14,657

繰延ヘッジ損益 △139 △180

退職給付に係る調整累計額 3,184 2,411

その他の包括利益累計額合計 10,838 16,888

新株予約権 105 104

非支配株主持分 4,760 3,459

純資産の部合計 249,217 255,722

負債及び純資産の部合計 5,572,906 5,506,745
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

経常収益 51,919 59,432

資金運用収益 29,101 25,970

（うち貸出金利息） 21,428 20,584

（うち有価証券利息配当金） 7,442 5,123

役務取引等収益 9,704 9,849

その他業務収益 6,061 1,738

その他経常収益 7,051 21,874

経常費用 40,063 52,352

資金調達費用 3,262 2,694

（うち預金利息） 1,661 1,344

役務取引等費用 3,046 3,387

その他業務費用 1,690 14,374

営業経費 25,888 25,833

その他経常費用 6,174 6,062

経常利益 11,856 7,079

特別利益 － 1,710

退職給付信託返還益 － 1,710

特別損失 205 35

固定資産処分損 149 19

減損損失 55 15

金融商品取引責任準備金繰入額 0 0

税金等調整前中間純利益 11,650 8,754

法人税、住民税及び事業税 1,479 498

法人税等調整額 △198 3,936

法人税等合計 1,281 4,434

中間純利益 10,369 4,319

非支配株主に帰属する中間純利益 1,551 118

親会社株主に帰属する中間純利益 8,817 4,201

中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

中間純利益 10,369 4,319

その他の包括利益 3,258 6,049

その他有価証券評価差額金 3,387 6,864

繰延ヘッジ損益 △40 △41

退職給付に係る調整額 △88 △773

中間包括利益 13,628 10,369

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 12,077 10,251

非支配株主に係る中間包括利益 1,550 118
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（３）中間連結株主資本等変動計算書

　 前中間連結会計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 102,999 57,361 68,521 △2,678 226,203

当中間期変動額

合併による増減 8 8

剰余金の配当 △2,743 △2,743

親会社株主に帰属す

る中間純利益
8,817 8,817

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 △4 334 329

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 － 3 6,074 333 6,412

当中間期末残高 102,999 57,365 74,596 △2,344 232,616

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

退職給付に

係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 21,753 △144 1,927 23,536 91 8,172 258,005

当中間期変動額

合併による増減 8

剰余金の配当 △2,743

親会社株主に帰属す

る中間純利益
8,817

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 329

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

3,389 △40 △88 3,259 △9 △3,472 △222

当中間期変動額合計 3,389 △40 △88 3,259 △9 △3,472 6,189

当中間期末残高 25,142 △185 1,839 26,796 82 4,700 264,194
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　 当中間連結会計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 102,999 57,365 75,244 △2,097 233,512

当中間期変動額

剰余金の配当 △2,743 △2,743

親会社株主に帰属す

る中間純利益
4,201 4,201

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 △4 305 300

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 － △4 1,458 304 1,758

当中間期末残高 102,999 57,361 76,702 △1,792 235,270

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

退職給付に

係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 7,793 △139 3,184 10,838 105 4,760 249,217

当中間期変動額

剰余金の配当 △2,743

親会社株主に帰属す

る中間純利益
4,201

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 300

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

6,864 △41 △773 6,049 △1 △1,301 4,746

当中間期変動額合計 6,864 △41 △773 6,049 △1 △1,301 6,504

当中間期末残高 14,657 △180 2,411 16,888 104 3,459 255,722

（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項ありません。
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ご参考 平成30年３月期 第２四半期 (中間期) 決算短信〔日本基準〕(非連結)
平成29年11月13日

会 社 名 株式会社 池田泉州銀行 上場取引所 非上場

上 場 会 社 名 株式会社 池田泉州ホールディングス URL http://www.sihd-bk.jp/

代 表 者 (役職名)取締役頭取 (氏名)藤田 博久

問合せ先責任者 (役職名)執行役員企画部長 (氏名)入江 努 (TEL)06(6375)3595

半期報告書提出予定日 平成29年11月29日

　

（百万円未満、小数点第１位未満は切捨て）

１．平成30年３月期第２四半期（中間期）の個別業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日）

（１）個別経営成績 (％表示は、対前年中間期増減率)

経常収益 経常利益 中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期中間期 52,238 16.6 6,454 △35.1 4,348 △50.2

29年３月期中間期 44,785 △8.8 9,954 9.8 8,745 8.6

　

１株当たり中間純利益

円 銭

30年３月期中間期 82 29

29年３月期中間期 165 51

　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期中間期 5,497,607 233,772 4.2

29年３月期 5,564,391 225,463 4.0

(参考) 自己資本 30年３月期中間期 233,772 百万円 29年３月期 225,463 百万円

(注）「自己資本比率」は、((中間)期末純資産の部合計－(中間)期末新株予約権)を(中間)期末資産の部合計で除して

算出しております。

　 なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

　

２．平成30年３月期の個別業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

平成30年３月期の個別業績予想につきましては、株式会社池田泉州ホ－ルディングスの「平成30年３月期 第２四半

期決算説明資料」19ページをご参照ください。
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１．中間個別財務諸表

（１）中間貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当中間会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部
現金預け金 673,721 660,990
コールローン 172 8,080
買入金銭債権 31 102
商品有価証券 317 200
金銭の信託 26,979 26,671
有価証券 954,214 845,020
貸出金 3,811,171 3,854,685
外国為替 6,340 5,642
その他資産 30,069 38,875

その他の資産 30,069 38,875
有形固定資産 37,874 37,583
無形固定資産 5,208 5,072
前払年金費用 10,602 8,800
繰延税金資産 9,944 9,291
支払承諾見返 12,945 9,884
貸倒引当金 △12,188 △10,281
投資損失引当金 △3,011 △3,011
資産の部合計 5,564,391 5,497,607

負債の部
預金 4,848,297 4,915,144
コールマネー 14,809 －
売現先勘定 9,907 －
債券貸借取引受入担保金 249,762 159,028
借用金 150,989 128,724
外国為替 583 275
社債 20,000 20,000
その他負債 28,221 27,373

未払法人税等 1,339 506
リース債務 18 23
資産除去債務 502 539
その他の負債 26,361 26,305

賞与引当金 1,551 1,799
退職給付引当金 855 573
役員退職慰労引当金 29 29
睡眠預金払戻損失引当金 486 519
ポイント引当金 137 142
偶発損失引当金 350 341
支払承諾 12,945 9,884
負債の部合計 5,338,928 5,263,834

純資産の部
資本金 61,385 61,385
資本剰余金 104,185 104,185

資本準備金 23,927 23,927
その他資本剰余金 80,257 80,257

利益剰余金 52,443 53,991
利益準備金 8,851 9,411
その他利益剰余金 43,591 44,579

繰越利益剰余金 43,591 44,579
株主資本合計 218,014 219,562
その他有価証券評価差額金 7,588 14,391
繰延ヘッジ損益 △139 △180
評価・換算差額等合計 7,449 14,210
純資産の部合計 225,463 233,772

負債及び純資産の部合計 5,564,391 5,497,607
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（２）中間損益計算書

(単位：百万円)
前中間会計期間

(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成29年４月１日

　至 平成29年９月30日)

経常収益 44,785 52,238

資金運用収益 28,941 27,333

（うち貸出金利息） 21,246 20,484

（うち有価証券利息配当金） 7,479 6,593

役務取引等収益 7,281 7,280

その他業務収益 5,751 1,261

その他経常収益 2,810 16,362

経常費用 34,831 45,783

資金調達費用 3,232 2,671

（うち預金利息） 1,661 1,344

役務取引等費用 4,278 4,535

その他業務費用 1,784 14,374

営業経費 23,574 23,260

その他経常費用 1,962 940

経常利益 9,954 6,454

特別利益 11 1,724

特別損失 202 32

税引前中間純利益 9,762 8,147

法人税、住民税及び事業税 1,009 △120

法人税等調整額 7 3,919

法人税等合計 1,017 3,799

中間純利益 8,745 4,348
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（参考） 収益の仕組み（29年９月期） 

【業務粗利益】 

－   ＝ 

－   ＝ 

－   ＝ 

【実質業務純益・コア業務純益・業務純益】 

【経常利益】 

【中間純利益】 

＋ 

－ 

－ 

＋ 

－ 

＝ 

臨時収益 163億円 
株式等売却益など 

臨時費用        8億円 
不良債権処理・株式等売却損・退職金

など 

［40］経常利益 64億円 

［44］法人税、住民税及び事業税 

△ 1億円

［45］法人税等調整額 

 39億円

［41］特別損益  16億円 
固定資産減損損失など 

［46］中間純利益   43億円 

［17］経費   233億円 
人件費・物件費・税金 

（退職金などの臨時費用は除く） 

［24］一般貸倒引当金繰入額 

－ 億円 

［23］国債等債券損益 

△130億円
売却益+償還益-売却損-償還損-償却 

［25］業務純益  △90億円
[1]業務粗利益－[17]経費－[24]一般

貸倒引当金繰入額

［22］コア業務純益 39億円 
［1]業務粗利益－[17]経費－[23]国債

等債券損益 

⇒ 

⇒ 

⇒ 

［21］実質業務純益△90億円 
[1]業務粗利益－[17]経費

［1］業務粗利益  143億円

［25］業務純益  △90億円

［40］経常利益  64億円

役務取引等収益   72 億円 
投資信託販売手数料、振込手数料・ATM

手数料等による収入 

 

その他業務収益   12 億円 
国債等の債券売却益や外国為替の売

買益など

資金運用収益   273億円 
貸出金・有価証券運用利息収入 

役務取引等費用   45億円 
ローン保証料や団体信用生命保険料

など 

その他業務費用   143億円 
国債等の債券売却損など 

資金調達費用   26億円 
各種預金や社債等の支払利息 

［4］役務取引等利益  27億円 

［5］その他業務利益△131億円 

［3］資金利益  246億円

［1］業務粗利益  143億円 

＋ 

＋ 
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Ⅲ 業績予想等 

（１）池田泉州ホ―ルディングス 

① 業績予想 

【連結】 

（百万円） 

 29 年３月期 30 年３月期 

（実績） （予想） 

経常収益 103,065 106,000 

経常利益 20,668 15,000 

親会社株主に帰属する当期純利益 12,210 11,000 

 
【単体】 

（百万円） 

 29 年３月期 30 年３月期 

（実績） （予想） 

営業収益 6,358 6,400 

営業利益 5,605 5,600 

経常利益 5,642 5,600 

当期純利益 5,616 5,600 

 
② 配当予想 

  （円） 

 28 年度 29 年度 

（実績） 中間期末（見込） 期末（予想） （予想） 

普通株式 15.00 7.50 7.50 15.00 

第三種優先株式 70.00 35.00 35.00 70.00 

第１回第七種優先株式 30.00 15.00 15.00 30.00 

 
 
③ 自己資本比率の予想 

 （％） 

  29 年３月末 29 年９月末 30 年３月末 

  （実績） （速報） （予想） 

自己資本比率（連結） 10.59 10.34 11％程度 

 
④ ＲＯＥの予想 

 （％） 

 29 年３月末 29 年９月末 30 年３月末 

（実績） （実績） （予想） 

株主資本ＲＯＥ（親会社株主に帰属する（中間）当期純利益ベ―ス） 5.31 3.57 5％前後 

※有価証券評価差額金等含み損益を控除した株主資本ベ―ス 
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（２）池田泉州銀行 

 ① 業績予想 

【単体】 

               （百万円） 

 29 年３月期 30 年３月期 

（実績） （予想） 

経常収益 87,945 90,000 

経常利益 16,396 12,500 

当期純利益 10,511 10,000 

業務純益 12,313 △2,000 

実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 14,421 △2,000 

コア業務純益 9,109 9,500 

与信関連費用 1,933 500 

 
 ② 自己資本比率の予想 
                 （％） 

29 年３月末 29 年９月末 30 年３月末 

（実績） （速報） （予想） 

自己資本比率（連結） 10.48 10.22 11％程度 

自己資本比率（単体） 9.77 9.60 10％前半 
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1

平成29年度中間期の業績（損益の状況）

• 池田泉州ホールディングスの親会社株主に帰属する中間純利益は業績予想を上回る42億円を確保。
～マイナス金利政策等の影響により貸出金利息の減少が続く中、中間期は予想を上回る利益水準を確保

（単位:億円）

（池田泉州ホールディングス連結） 前年比 公表比

1 経常利益 118 70 ▲48 ▲5 
2 税金等調整前中間純利益 116 87 ▲29 
3 親会社株主に帰属する中間純利益 88 42 ▲46 7 

（池田泉州銀行単体）

4 業務粗利益 ① 326 143 ▲183 
5 経費（▲） 229 233 4 
6 実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 97 ▲90 ▲187 ▲35 
7 コア業務純益 68 39 ▲29 ▲21 
8 国債等債券損益 ② 28 ▲130 ▲158 
9 一般貸倒引当金繰入額（▲） ③ 7 - ▲7 

10 業務純益 89 ▲90 ▲179 ▲35 
11 臨時損益 10 154 144 
12 不良債権処理額（▲） ④ ▲1 ▲9 ▲8 
13 株式等関係損益 3 145 142 
14 その他 5 0 ▲5 
15 経常利益 99 64 ▲35 ▲11 
16 特別損益 ▲1 16 17 
17 税引前中間純利益 97 81 ▲16 
18 法人税等合計（▲） 10 37 27 
19 中間純利益 87 43 ▲44 3 

20 コア業務粗利益 ①－② 298 273 ▲25 
21 与信関連費用 ③＋④ 5 ▲9 ▲14 ▲19 

H28年度
中間期

H29年度
中間期



2

貸出金

（単位：億円）

H28/9末 H29/9末 前年比

貸出金 37,519 38,546 1,027

　事業性貸出金 17,589 18,538 949

　　大・中堅企業 4,599 4,527 ▲ 72

　　中小企業 12,989 14,010 1,021

　地公体、他 2,681 2,408 ▲ 273

　個人ローン 17,248 17,599 351

　　住宅ローン 16,928 17,195 267

　　その他ローン（消費性ローン） 320 404 84

　　　ｳﾁ提携ローン 17 6 ▲ 11



3

新規取引先の獲得
（大半が既存先

からのご紹介）

・地元中小企業向け貸出
先数・残高を飛躍的増強

・ｵｰﾅｰ等関連取引拡大

取引の『幅』を拡げ、
取引『額』を拡大

地元地銀の利を生かし
新規融資先に集中的な
複合提案

1stステップ 2ndステップ 3rdステップ

年間3,000先超の
獲得を継続

半期毎の新規融資取引先獲得数推移 新規融資先の貸出残高推移 中小企業向け貸出金の残高、先数

（計画）

獲得した新規融資先
への貸出残高は
各期とも着実に成長

貸出金（事業性貸出金）

地元の中小企業（と個人）にfocusした貸出構造へ ～ 『貸出は収益ビジネスの入口』

半期
獲得計画

1,500件



4

預金

（単位：億円）

H28/9末 H29/9末 前年比

総預金 47,927 49,151 1,224

　個人預金 37,461 38,148 687

　法人預金 10,466 11,002 536

　　一般法人 9,372 9,927 555

　　金融機関 68 58 ▲ 10

　　公金 1,025 1,016 ▲ 9



5

有価証券

（単位：億円）

H28/9末 H29/9末 前年比

有価証券残高 10,857 8,450 ▲ 2,407

　債券 3,852 3,755 ▲ 97

　外国債券 2,917 1,861 ▲ 1,056

　株式 911 799 ▲ 112

　ＲＥＩＴ 346 329 ▲ 17

　投信・ファンド 2,829 1,704 ▲ 1,125

（単位：億円）

H28/9末 H29/9末 前年比

その他有価証券評価損益 337 183 ▲ 154

　債券 25 7 ▲ 18

　外国債券 17 ▲ 24 ▲ 41

　　うち米国債 18 ▲ 6 ▲ 24

　株式 289 243 ▲ 46

　ＲＥＩＴ 30 17 ▲ 13

　投信・ファンド ▲ 25 ▲ 59 ▲ 34



6



7

 本資料には、将来の業績、目標、計画等の将来に関する記述が含まれています。

 こうした記述は、本資料作成時点における入手可能な情報に基づき、本資料の作成時点における予
測等を基礎として記載されています。また、これらの記述のためには、一定の前提（仮定）を使用
しています。これらの記述または前提（仮定）は主観的なものであり、将来において不正確である
ことが判明したり、将来実現しない可能性があります。

 当社の財政状態及び経営成績や投資者の投資判断に重要な影響を及ぼす可能性がある事項について
は、決算短信、有価証券報告書、ディスクロージャー誌、アニュアルレポート等、当社が公表いた
しました各種資料のうち最新のものをご参照ください。

 本資料における将来情報に関する記述は上記のとおり本書の日付（またはそこに別途明記された日
付）時点のものであり、当社は、それらの情報を最新のものに随時更新するという義務も方針も有
しておりません。

 また、本資料に記載されている当社ないし当社グループ以外の企業等にかかわる情報は、公開情報
等から引用したものであり、かかる情報の正確性・適切性等について当社は何らの検証も行ってお
らず、また、これを保証するものではありません。

 なお、本資料に掲載されている情報は情報提供のみを目的とするものであり、証券の勧誘のための
ものではありません。
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